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研究成果の概要（和文）：CEFR上位者のビジネス・プレゼンテーションのストラテジー調査と検証法の確立を目
指し、質的研究手法と量的手法を用いて信頼性と妥当性を高めた。まず英語上位のCレベルの被験者へのインタ
ビューを実施した。次に、公開されている世界的企業の代表者99名の英語スピーチのスクリプトをコーパス化し
分析した。これらの結果をもとに明らかになったCSの質問項目を作成し被験者に予備調査を行った。この結果を
因子分析で確認し、最終調査項目を選定した。これを240名の被験者に調査し，再び因子分析で統計処理を行い
最終的な信頼性のある調査用紙を構築することができた。
研究成果の概要（英文）：This research investigates communication strategy (CS) usage for business 
presentations. Accordingly, the focus is on how valid information about perception of strategy use 
during business presentations can be gathered systematically. The study attempted to develop a 
questionnaire for statistical analysis, named the Business Presentation Strategy Inventory (BPSI). 
The research project consisted of three stages: intensive interviews with business experts, an 
open-ended questionnaire study to identify their general perception of strategy for presentations (n
 = 200); and a final factor analysis to obtain a stable self-reported instrument (n = 240). The BPSI
 includes seven categories of communication strategies for business presentations.  
研究分野：応用言語学
キーワード： 英語プレゼンテーション　コミュニケーション方略　 コーパス分析　ビジネスリーダー　質問紙作成
  ３版
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 外国語の学習・教育・能力評価の基本的枠
組みであるCEFR（Common European Framework 
of Reference for Languages）は，自律学習
とそれを可能にする学習ストラテジーの習
得と運用を目標としている。これらの概念を
日本の学習環境に導入する目的で CEFR-Jが
開発された（中谷, 2013a,b)。CEFRでは，CS
は英語の発話を通して目標言語を習得する
重要なストラテジーとして定義されている 
(Council of Europe, 2001, p.15)。だが現
時点では，日本の英語上位レベルの目標設定
は明確でない。特に，CEFR上位者のプロダク
ションであるプレゼンテーションの CSに関
しては十分な研究は行われていない。このた
め、上位のC1,C2レベルのビジネスパーソン
が現実の英語使用場面でCSをいかに導入し、
どれほど効果があるのか信頼性・妥当性のあ
る規模の大きな調査を実施していく必要が
あった。 
 
２．研究の目的 
  本研究の目的は、日本の国際ビジネスパー
ソンに必要な英語のビジネスプレゼンテー
ションにおけるコミュニケーション・ストラ
テジー（Communication Strategy: CS）の実
証的調査及び検証法の確立である。CEFRの上
位レベルC1,C2に該当するのは、日本では英
語を活用し商取引を行うビジネスパーソン
である。このレベルは、プレゼンテーション
において CSを駆使する能力も持つと定義さ
れている。しかし、CEFRでは実際の場面で、
いかに CSを導入し問題を解決するのかに関
する具体的な報告はなく、その正確な調査方
法も確立されていない。 
 本研究では、これまで明らかにされていな
い日本人ビジネスパーソンの英語プレゼン
テーションの CS活用について、いかに課題
を予測し、聴衆と意味交渉を行い、目的を達
成しているのか検証する。まず研究の質的な
調査として CS使用に関して詳細なインタビ
ュー調査を行う。さらに自由記述による調査
を行い、研究の妥当性を高める。また TED 
(Technology Entertainment Design)などで公
開しているビジネスリーダーのプレゼンテ
ーションのスクリプトからコーパスデータ
を構築し、コーパス分析で有効な CSを抜き
出す。これらの結果を基に、統計的手法で信
頼性の高い調査用紙 Business Presentation 
Strategy Inventory (BPSI)を構築し、C1、
C2レベルに必要な CSについて、より具体的
に正確に把握することを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
(1)予備調査 
 ビジネスコミュニケーションにおける CS
の先行研究を検証し、どのようなストラテジ
ーが重要と考えられているかをまとめる。ま
た、既存の評価方法の問題点を確認する。こ
れらを基に研究代表者と分担者で予備調査
で質問すべき項目を絞る。続いて、10名の国
際ビジネスパーソンにインタビューを行う。
この結果をスクリプトに直し、どのようなCS
を導入しているか調査する。同時に、正確に
CS使用の認識が収集できているか確認し、研
究手法の改善を行う。予備調査の結果から、
インタビュー手法や、記録方法、分析法など
の完成を目指す。さらに研究代表者と分担者
でインタビュー協力者のリストを作成し、本
格的なインタビューの準備を行う。 
 
(2)インタビュー調査 
 国際ビジネスの第一線で活躍する被験者
を50名選びCSを調査する。インタビューを
基にプレゼンテーションで有効な CSの認識
の報告をコーパスデータとして保存する。デ
ータにテキストマイニングを行い，CSに関す
る主要な概念を抽出する。特にメタディスコ
ースや緩衝表現を確認する。 
 
(3)自由記述によるビジネスCS調査 
 インタビュー調査の結果を、より妥当性を
高め客観的にするために、自由記述の調査を
行う。被験者は200名の英語を日常の業務と
して使用する日本在住のビジネスパーソン
である。以下のような質問項目に記述をして
もらう。 
1.What do you pay attention most when 
making a presentation in English? 
2.What do you prepare before the 
presentation? 
3. What kind of techniques are effective 
for a good presentation? 
4.When you have some problems or 
difficulties, how do you solve? 
5. How do you start your presentation? 
6.How do you organize your presentation? 
7. How do you close your presentation?  
 
(4)TEDにおけるCS調査 
TEDの2012年から2014年におけるビジネ
スリーダー99人 分の約 30 万語テキストデ
ータである BTED（Business Topics at TED）
を完成した。これを 100万語からなる FRWON
コーパスを参照コーパスとして特徴語分析
を行った。 
 
(5)因子分析によるビジネスCSの確定とBPSI 
 の構築 
 (2)、(3)、(4)の結果を基に、予備調査と
してリカート・タイプの質問紙を作成し 100
名の被験者に実施した。データを因子分析し
因子負荷量の低い質問項目を除外し、変数間
の相関関係を高め、調査用紙の信頼性を改善
する。 
 出来上がった調査用紙を英語でビジネス
を行う被験者に実施し、再度因子分析にかけ、
日本の C1、C2レベルに属する国際ビジネス
パーソンが使用するストラテジーを確定す
る。また、この結果からBCSIを完成させる。 
 
４．研究成果 
(1)インタビュー調査結果 
 50名の国際ビジネスパーソンへのプレゼ
ンテーションの CS使用に関するインタビュ
ー調査を実施した。結果として，各自が独自
の CSを確立しており，それらを意識的にプ
レゼンテーションにおいて有効に活用し，聴
衆と交渉をしていることが示された。また、
これらの結果と先行研究の報告を参照にし
て調査の質問項目を精選した。 
 
(2) 自由記述によるビジネスCS調査 
 英語をビジネスで使用する200名に対し
て自由記述をしてもらった。これらを(1)の
インタビュー調査により抽出された CSと比
較を行った。両者で異なるものや、整合性の
ないものを省き、妥当性の高いと思われるビ
ジネスコミュニケーションにおける CSを選
定した。この結果150項目のストラテジーが
抽出された。これをNakatani（2006, 2010a）
などの研究を参照にし，類似項目や重複する
ものをまとめていった。この結果，44項目の
英語ビジネスプレゼンテーションのストラ
テジーを選定した。 
 
(3)コーパス分析の結果 
 BTEDをコーパス分析ソフトWordSmith 5.0
を使い FROWNコーパスと Key word分析を行
った。Log likelihood関数を用い、統 計的
に有意な特徴語を Keyness値 15.13で p＜
0.0001の確率で抽出した。顕著な形で使われ
ていたCSは ①注意の喚起、②説得、③行動
の奨励、④聴衆誘導のシグナルに関するクラ
スター表現であった。 
 
(4) 因子分析によるビジネスCSとBPSI 
 被験者は、英語によるビジネスケーススタ
ディーでディスカッションを行える能力を
保持した人たちである。44項目の予備調査用
紙に無記名で回答してもらった。同時に
TOEICなどの英語能力試験の点数や資格を記
入してもらった。 
   被験者の回答結果を Excel統計で因子分
析（直行バリマックス法）を行い、プレゼン
テーションの CSを認識しているのか構成概
念の調査を行うための質問紙作成を行った。
それぞれの項目の因子負荷量を調べ、他の項
目と相関関係の低いもの及び負荷量の低い
項目を削除した。最終的に 33項目を精選し
た。これらの項目を基に240名のデータに対
し因子分析を行い、結果として固有値1以上
の7つの主要ストラテジー因子を抽出するこ
とができた。各因子の項目の負荷量は0.4以
上である。また，尺度の信頼性に関する
Cronbachのα係数は 0.8497であり，高い信
頼性が認められた。この7つの因子により説
明された分散は全体の53.2％となった。 
 これらは日本のビジネスパーソンが、英語
によるプレゼンテーションにおいて使用し
ているストラテジーと考えられる。これらの
うち幾つかは、先行研究でも概念的に報告さ
れていた。しかし、今回の検証は統計的手法
を用いて抽出されたものなので、より明確で
信頼性があると言える。 
 
表1 抽出された7つのCS 
 
第１因子 聴衆交渉ストラテジー 
 第２因子 用意周到ストラテジー 
 第３因子 情意調整ストラテジー 
 第４因子 流暢さ重視ストラテジー 
 第5因子 簡素化ストラテジー 
 第6因子 非言語ストラテジー 
 第7因子 論理証拠ストラテジー 
 
  
 英語によるビジネスプレゼンテーション
では，発話が一方通行にならないように，常
に聴衆を意識し，いかに効果的に自分の意図
へ誘導するかが大切である。また，重要な意
思決定が伴うビジネスにおいては，かなり用
意周到に準備を行う必要がある。特に，緊張
を伴うスピーチの当日は，自分の情意をうま
くコントロールし，自信を持って臨むストラ
テジーが有効である。さらに，英語の発話自
体が流暢になるトレーニングは日頃から肝
要であろう。時には聴衆に合わせ，理解しや
すい表現や重要語句の強調を行う必要があ
る。日本語を使用する際とは異なるボディ・
ランゲッジなどを有効に使うことも心がけ
る。注意すべきは、英語コミュニケーション
に必須の低コンテクストの手法を用い，数字
や証拠を基に相手を説得し，論理的なスピー
チの構成による聴衆の発表者の誘導である。
このようなストラテジーをプレゼンテーシ
ョンにおいて効果的に使用できるような，体
系的な教授法の構築も必要となってくる。 
 
表2 BPSI 
Business Presentation Strategy Inventory  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
ここで得られた7つの主要ストラテジーと，
33の下位項目のストラテジーをまとめて最
終的に信頼性の高い調査用紙を完成させた。
これを Business Presentation Strategy 
Inventory （BPSI）を完成した(表２)。妥当
性と信頼性の高い質問紙である BPSIを活用
すれば，これまでのビジネスプレゼンテーシ
ョンに関する恣意的な研究も改善すること
ができるであろう。さらに、大学や職場にお
いて英語プレゼンテーションの学習などに
広く活用することが可能である。  
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英語プレゼンテーションに関するアンケート 日付
あなたが英語でプレゼンテーションをする時に以下の
項目であてはまる数字を記入して下さい。 性別　１ 男　２  女　
５：とても良くあてはまる ,  ４：よくあてはまる  英語プレゼンの機会
３：いくらかあてはまる,  ２：通常  あてはまらない １ 多い ２ 時々
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7 状況に応じて言葉の使い方を変える
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B 12 内容を暗記しておく
13 言いたいことを短く的確に伝える
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15 質疑応答の準備をしておく
16 スピーチのうまい人の例を参考にする
17 スピーチを楽しみながら話す
18 なるべくリラックスするように心がける
C 19 自信を持って話す
20 間違いを気にしないようにする
21 ポーズを効果的に使う
22 できるだけ聴衆の目を見て話す 
23 イントネーションやリズムに気をつけて話す
D 24 発音に気をつけて話す
25 あせらず、ゆっくり話す
26 相手にわかるよう大きな声ではっきりと話す
27 簡単な英語で話す
E 28 単純で分かりやすい表現を使う
29 重要語句を強調する
F 30 ジェスチャーや表情をつけて話す
31 感情を日本語の時よりおおげさに表現する
G 32 具体例や数字を使う
33 論理的な構成になるように話す  
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